
平成２６年第１回瑞穂市教育委員会定例会会議録 

平成２６年１月２０日（月）午後２時００分開議

議 事 日 程 

開会及び開議の宣告 

日程第１ 平成２５年第１２回瑞穂市教育委員会定例会会議録の承認について 

日程第２ 会議録署名委員の指名について 

日程第３ 教育長の報告 

日程第４ そ の 他  

閉会の宣告 

○本日の会議に付した事件 

  議事日程に同じ 

○本日の会議に出席した委員 

  河 合 和 義 

    古 川 正 敏 

  福 野  佐代子 

  麓   英 里 

  横 山 博 信 

○本日の会議に欠席した委員 

なし 

○本日の会議に説明のため出席した者の職・氏名 

  教育次長          髙 田 敏 朗 

  教育総務課長        久 野 秋 広 

  給食センター所長      林   一 夫 

  学校教育課長        杉 原   和 

  学校教育課主幹       小 川 瑞 樹 

  学校教育課総括課長補佐   松 野 光 広 



  幼児支援課長        山 本 康 義 

  幼児支援課総括課長補佐   鹿 野 正 美 

  生涯学習課総括課長補佐   広 瀬 久 士 

○本日の会議に職務のため出席した者の職・氏名 

  教育総務課総括課長補佐   磯 部 基 宏 

○傍聴者 

なし 



開会 午後２時００分 

開会及び開議の宣告 

○委員長 明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い致します。

大変寒い日が続きます。先程も教育長よりインフルエンザによる学級閉鎖の学

校も出ているとの話がありました。１月から２月にかけて流行する季節なので

身体に気を付けて日々を過ごしてください。また、本日は、給食センターのア

レルギー対策について、施設の視察を兼ねて給食センターで開催し、対策につ

いて事務局から説明がありますのでよろしくお願いします。また、浜松市のノ

ロウイルス事件もあり、給食センターとは直接関連はなかったものの大きな影

響がでますので、日頃から他人事ではなく対処方法を考えていくべきであると

思います。 

それでは、只今より平成２６年第１回瑞穂市教育委員会定例会を開催致しま

す。 

日程第１ 平成２５年第１２回瑞穂市教育委員会定例会会議録の承認に

ついて 

○委員長 日程第１ 平成２５年第１２回瑞穂市教育委員会定例会会議録の承認

について、議題と致します。事務局より過日郵送にてお配りいただいておりま

すがご異議ございませんか。 

異議がないようですので、平成２５年第１２回教育委員会定例会会議録の承

認については承認することと致します。 

日程第２ 会議録署名委員の指名について 

○委員長 本日の会議録署名委員の指名について、議題と致します。 

 古川委員にお願い致します。 

日程第３ 教育長の報告 

○委員長 日程第３ 教育長より報告を求めます。 

○教育長 明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い致します。 

３年程前、西小学校がキャリア教育で文部科学大臣表彰を受賞しましたが、



この度、穂積中学校がキャリア教育で文部科学大臣表彰を受賞の通知がありま

した。岐阜県内で小中学校では、穂積中学校だけと聞いております。大変名誉

なことだと思っています。 

日程第４ その他 

○委員長 日程第４その他に入ります。 

教育次長。 

○教育次長 牛牧小学校増築に関しまして、昨年１２月２５日、牛牧小学校学

校評議員会で敷地内での増築に関しまして承認をいただきました。更に、１月

８日、文教厚生委員会の協議会で説明し承認をいただきました。今後につきま

しては、明日から開催されます臨時議会の全員協議会にて説明させていただく

予定です。 

○委員長 教育総務課長。 

○教育総務課長 前回定例会にて、一般会計補正予算で穂積中学校の池埋立て

について追加補正の可能性を説明しましたが、その後、行政内部で調整し追加

補正をしないことになりましたので、本定例会にて報告させていただきます。 

○委員長 学校教育課長。 

○学校教育課長  いじめ問題対策連絡協議会について説明させていただきま

す。組織としては、２月下旬に出される県いじめ問題対策連絡協議会・県の基

本方針を受けて、瑞穂市附属機関「瑞穂市いじめ問題対策連絡協議会」を立ち

上げたいと思います。委員は、瑞穂市顧問弁護士・瑞穂市医師会・人権擁護委

員・朝日大学・臨床心理士（スクールカウンセラー）・民生児童委員・北方警

察署・瑞穂市市民安全対策監・市ＰＴＡ連合会代表・青少年育成推進員代表・

中央子ども相談センター・中学校長代表・小学校長代表・幼稚園長・保育所長

代表で構成する予定です。その中で、瑞穂市顧問弁護士・瑞穂市医師会・人権

擁護委員・朝日大学・臨床心理士（スクールカウンセラー）・民生児童委員の

６名については、年２回の会議で１回６，０００円報酬を考えております。会

議は、６月中旬、１１月初旬の年２回定例開催と考えています。重大事態発生

時等、協議会の会長は必要に応じて委員を招集し、事実関係を明確にするため

の調査にあたることとします。事務局は、福祉生活課、学校教育課です。また、



それぞれの学校内での組織は、いじめ未然防止・対策委員会を立ち上げ拡大委

員会として、委員を学校評議員・スクールカウンセラー・学校医・ＰＴＡ役員

等で構成する予定です。会議は、５月下旬・１０月中旬・２月下旬の年３回開

催し、会の内容を『瑞穂市いじめ問題対策連絡協議会』に報告します。また、

重大事態になり得る場合は、校長が随時招集し事態の収捨・解決に当たること

とします。更に校内委員会とし校長・教頭・教務主任・生徒指導主事・学年主

任・教育相談担当者・保健主事等で構成し、事案発生時には校長が随時招集し、

事態の収拾・解決に当たります。また、毎月、いじめの未然防止の具体策の検

討と検証を行います。会の内容を事務局に報告することと考えています。今後

は小中学校生徒指導主事会等・要保護児童対策協議会担当者会とは密に連絡を

取り合い進めて行こうと考えています。 

○古川委員 重大事態の場合と平時の場合で別組織が必要であり、また、その

時の動きも違うと思うので別の流れが必要でないかと思います。 

○教育長 まだ時間がありますので委員からの意見について、検討しまして次

回定例会等にて再度報告させていただきます。 

○委員長 幼児支援課長。 

○幼児支援課長 前回の定例会にて委員よりありました、保育の量拡大を支え

る保育士の確保に関する意見について、平成２６年１月７日付けにて意見書を

瑞穂市長へ提出致しましたので報告させていただきます。 

  地域子育て支援事業の改善について、地域子育て関連情報の提供を追加しま

した。事業実施施設の改善について、現在、穂積中学校区は別府保育所と牛牧

第２保育所で行っています。更に、巣南中学校区は南保育・教育センターで行

っています。ただし、穂積北中学校区においては、子育て支援センターは現在

未設置となっています。対応としましては、南保育・教育センター及び清流み

ずほ保育園が穂積北中校区に出向いて行っている状況です。穂積北中学校区に

も子育て支援センターが必要ですので今後検討していきたいと思います。更に

西・中保育・教育センターの入所希望者は減少傾向にありますが、南保育・教

育センターは住宅も増えていて部屋数の確保も必要なので、現在、南保育・教

育センターで行っている子育て支援センター事業を、中保育・教育センター又

は西保育・教育センターへ変更し施設の有効利用を検討したいと思います。職



員体制の改善として、各センターにセンター長を置き、センター長は非常勤嘱

託員とし、子育て相談員を充てます。また、センター長の下に、補助職員保育

士を設置します。地域子育て支援センター改善における例規整備として、瑞穂

市地域子育て支援事業実施要綱の改正、瑞穂市子育て相談員設置要綱の改正、

市内の子育て支援センター協議会を設置し、連携を強化し、事業の向上を図る

こととします。 

○委員長 生涯学習課長。 

○生涯学習課総括課長補佐 ありません。 

○委員長 瑞穂市食物アレルギー対応給食の実施に向けての説明をお願いしま

す。 

○給食センター所長 瑞穂市食物アレルギー対応給食の実施に向けて説明させ

ていただきます。背景としましては、近年、気管支喘息・アトピー性皮膚炎、

食物アレルギーなどのアレルギーを有する児童生徒が増加しています。その中

でも食物を起因とする食物アレルギーは、小児から成人まで幅広く認められ、

近年では果物・肉類などによるものも報告されています。そうした中、東京都

調布市で食物アレルギーを有する児童がアナフィラキシーショックにより亡く

なるという悲惨な事故があり、学校給食における食物アレルギーへの対応が急

務となっています。 

現状としましては、現在、瑞穂市における食物アレルギーの状況について、

医師の診断を受けた食物アレルギーの人数は３１人となっています。対応とし

ましては、「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」でレベル

１からレベル４まであり、レベル１の詳細な献立表対応は、原材料を詳細に記

入した献立表を保護者に事前に配布し、それを基に保護者や担任などの指示、

もしくは児童生徒自身の判断で原因食品を除去しながら食べる対策です。レベ

ル２の一部弁当対応は、除去、代替え対応をしている中で、除去が困難で、ど

うしても対応が困難な料理において弁当を持参する対策です。レベル３の除去

食対応は原因食品を除いて提供する対策です。レベル４の代替食対応は、原因

食品を給食から除き、除かれることによって失われる栄養価を別の食品を用い

て補って提供する対策となります。現在、瑞穂市においては、レベル１から２



の対応で①材料と加工品の配合を記載した資料を毎月アレルギー対象の児童生

徒へ配布。②卵、乳が配合されていない物資（加工品も含めて）を選定。③フ

ライ、天ぷらなどの調理に卵を使用しない。④ピーナッツは使用しない。⑤そ

ばは使用しない内容の対応をしています。また、保護者からの申し出がある場

合は弁当持参を許可することとしています。来年度２学期からの対応としては、

レベル３の除去食対応を検討しています。今後のスケジュールとしては、４月

に食物アレルギー調査票等の依頼、５月に診断書等の把握及びアレルギー対応

献立表作成、６月に保護者との面談、７月にアレルギー対応食提供者の決定、

８月にアレルギー対応食の連絡及び調理研修、９月にアレルギー対応食開始の

流れで考えています。 

食物アレルギー対応食の提供基準は①医師の診断により食物アレルギーと診

断され、原因食品（アレルゲン）が特定されていること。②家庭でも原因食品

の除去を行うなど、医師の診断に基づいて食事療法を行っていることとします。

ただし、その他事情がある場合には保護者の申し出によって、園・学校で協議

するものとします。 

食物アレルギーの実施方法は、調理の段階でアレルゲンを取り除き、給食を

提供する。例えば、卵アレルギーであれば、通常食のかきたま汁・卵スープで

あれば、すまし汁・コンソメスープなどの除去食を提供するものです。 

アレルギー対応における給食センター体制として、アレルギー対応における

栄養教諭１名を県へ要望し、調理員２名を新年度予算で要望します。 

レベル４の代替食対策も視野に検討していこうと考えています。以上で説明

を終わらせていただきます。 

○委員長 ご質疑ございませんか。 

 ご異議ございませんか。 

次回の会議ですが、平成２６年２月２５日、火曜日、午後２時００分から平

成２６年第２回定例会ということでよろしくお願い致します。 

閉会の宣告 

○委員長 本日は、ご審議いただきましてありがとうございます。 



この後、定例会を閉じましてセンター内の現場視察に入ることとします。 

これをもちまして、平成２６年第１回瑞穂市教育委員会定例会を閉じさせて

いただきます。 

閉会 午後３時３０分 





平成２５年度　瑞穂市学校職員体制一覧表 平成26年1月1日現在
※ 前月からの異動分は赤字　　◎印学年主任　○印常勤講師　△印非常勤講師 瑞穂市立学校

学 校 名 園 ・ 児 ・ 生 数 学 級 数 教 職 員 数 校 長 教 頭 主 幹 教 諭 教 務 主 任 生 徒 指 導 主 事 保 健 主 事 研 究 推 進 主 任 教 育 相 談 担 当 校 務 主 任 進 路 指 導 主 事 養 護 教 諭 栄 養 教 諭 事 務 職 員 校 務 員

穂積小学校 780名 28 37名 髙田　かがり 若曽根　隆 堀　貴嗣 横幕　信子 高橋　法恵 吉田　紀子 横幕　信子 高橋　法恵 江﨑　明子 (清水　恭子) 臼井　智明 岩田　ひとみ

本田小学校 478名 19 26名 伊藤　清美 山下　由美子 (篠田　邦江) 林　光弘 堀　正樹 島塚　洋二 小木曽　陽子 島塚　洋二 堀　正樹 高橋　和子 (上松　静嘉) 中村　智奈美 吉田　民恵

牛牧小学校 683名 23 30名 園部　利光 宮下　正治 伊藤　恵美子 朝原　昌彦 上松　俊幸 田口　めぐみ 早野　洋子 宮崎　直斗 ○棚橋　いくよ (上松　静嘉) 森　玲子 中野　哲也

生津小学校 360名 13 21名 大野　雅義 堀　晃順 (篠田　邦江) 谷村　三奈 椙浦　正 森　武寿 古橋　恵美 椙浦　正 廣瀬　千恵巳 棚瀬　育子 清水　恭子 古田　美佐子 齋藤　節子

南小学校 497名 17 27名 三田村　康宏 坪内　公喜 関谷　典久 酒井　美弘 浅野　春美 永田　万生 酒井　美弘 北洞　盛明 溝口　尚美 上松　静嘉 和座　達也 竹下　明子

中小学校 217名 9 15名 廣瀬　美晴 広井　直美 江崎　毅 渡邊　慎一郎 石原　睦美 河合　博之 在塚　久美子 廣瀬　有城 渡邊　美菜 (上松　静嘉) 古野　和子 松田　ふみ

西小学校 312名 14 20名 中谷　惠子 村瀬　和之 安藤　正博 芦本　博 今井　厚子 武藤　恵子 大野　仁美 片平　一幸 大野　仁美 (清水　恭子) 中村　京子 馬渕　厚子

小学校計 3,327名 123 176名

穂積中学校 675名 21 41名 西部　巧 井上　博詞 松井  浩 廣田　貞子 樋口 克子 石野　陽子 山本　涼子 柴山　良博 寺岡　正 溝口　めぐみ (清水　恭子) 渡部　道子 日比野　智美

穂積北中学校 457名 15 29名 後藤　知利 臼井　晋一 篠田　邦江 坪内　康朗 吉田　幸弘 所　佐智子 豊田　直子 宮崎　美保 所　哲義 浅野　すみよ 鈴木　朋子 (上松　静嘉) 桑原　昌夫 棚橋　和美

巣南中学校 466名 14 26名 松野　正範 仲野　哲 松原　輝雄 西村　守史 髙田　靖子 松原　輝雄 近藤　奈美 廣田　信一 吉村　賢治 八木　美江 (清水　恭子) 仲村　幸代 不破　奈津美

中学校計 1,598名 50 96名

小中合計 4,925名 173 272名

ほづみ幼稚園 237名 9 24名 北村　加代子 吉田　志保子 高橋　敏美 高橋　敏美 ○小谷　たつ美 (清水　恭子) ○小野　喜美子 金城　里美

学 校 名 学 年 ・ 組 学 級 担 任 学 年 ・ 組 学 級 担 任 学 年 ・ 組 学 級 担 任 学 年 ・ 組 学 級 担 任 学 年 ・ 組 学 級 担 任 学 年 ・ 組 学 級 担 任 専 科 名 前 専 科 名 前 名 前

穂積小学校 １年１組 　森瀨　雄也 ２年１組 ○坂　みゆき ３年１組 　(岡部　美来) ４年１組 　金古　由美 ５年１組 　松浦　明子 6年1組 　吉田　紀子 図書司書教諭 　岡部　美来 適応支援・生活支援員 　安田　由美子

１年２組 ◎古橋　由美子 ２年２組 　所　沙紀 ３年２組 ○波多野　宏幸 ４年２組 ◎野原　朋美 ５年２組 　堀部　敦子 6年2組 　鈴木　伸一 少人数指導 ○村瀬　知香子 生活支援員 　久保　絵美 　谷川　愛子

１年３組 ○塚田　敦子 ２年３組 　西堀　彰芳 ３年３組 　松原　由佳 ４年３組 　高橋　法恵 ５年３組 　森　涼 6年3組 　福本　昌代 少人数指導 ○田栗　隆子 生活支援員 　片山　美香 　高橋　久美子

１年４組 　棚橋　節子 ２年４組 ◎地德　博美 ３年４組 ◎小川　肇 ５年４組 ◎園部　喬 6年4組 ◎大梅　隆通 少人数指導 ○尾﨑　創 生活支援員 　大塚　清美

特支なかよし1(情) 　糸井川　敦子 特支なかよし2(情) ○松永　知之 特支なかよし3(知) 　長谷川　実香 特支なかよし4(知) 　杉山　満 言語通級指導 ◎宮元　浩子 日本語通級指導 　仲井　広美 初任者指導(後補充) △馬淵　由里 図書整理員 　守屋　桂子

日本語指導(ポル語) 　七宮　眞樹子 日本語指導(中国語) 　劉　亜 日本語指導(タガ語) 　山田　ロエナ ＡＬＴ(本) 　ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾊﾟｰﾏ スクールカウンセラー 　橋本　謙 (拠点校指導教員)木 (佐野　光範) 給食配膳補助員 　大平　みゆき

本田小学校 １年１組 ○昌谷　有紗 ２年１組 ◎福冨　郁子 ３年１組 　宮島　紀博 ４年１組 ◎小木曽　陽子 ５年１組 　久保田　大作 6年1組 　松井　紀子 図書司書教諭 　伊藤　智恵子 初任者指導(後補充) 　高橋　愛香

１年２組 　堀本　裕子 ２年２組 　中島　里菜 ３年２組 ◎棚橋　純子 ４年２組 　河村　日香里 ５年２組 ◎中根　佳織 6年2組 　西村　政俊 少人数指導 　島塚　洋二 生活支援員 　斉藤　久美子 　棚橋　令枝

１年３組 ◎箕浦　由 ２年３組 ○高木　知 ３年３組 　中川　怜香 ＡＬＴ 　ｷﾞﾗｰﾄﾞ･ｵｰｽﾃｨﾝ 6年3組 ◎串田　茂 少人数指導非常勤講師 △平田　明音 生活支援員 　古川　裕子

特支きらら1(知) 　伊藤　智恵子 特支きらら2(知) 　松尾　洋一 特支きらら3(情) ○籾山　はづき (拠点校指導教員)金 (嶋　浩二) 初任者指導 (嶋　浩二) 図書整理員 　高田　洋子

牛牧小学校 １年１組 ◎武藤　康代 ２年１組 　上松　俊幸 ３年１組 　鈍渡　隆光 ４年１組 　夏目　奈津子 ５年１組 ◎廣瀬　幸宏 6年1組 　大坪　洋輝 図書司書教諭 　武藤　康代 生活支援員 　池本　千賀子 　中嶋　友子

１年２組 　笠　聖真 ２年２組 　山田　恵美 ３年２組 ○吉田　万里子 ４年２組 ◎髙田　誠 ５年２組 　早野　洋子 6年2組 　山田　孝恵 少人数加配 (清水　千里) 生活支援員 　棚瀬　智子 　坂口　智香

１年３組 ○林　良輔 ２年３組 ○宮崎　直斗 ３年３組 　橋田　佳浩 ４年３組 ○村木　有子 ５年３組 　大西　淳也 ６年３組 ◎江口　美保 初任者指導(後補充) △杉山　千穂子 図書整理員 　佐藤　恵美

１年４組 　馬淵　恵子 ２年４組 ◎田口　めぐみ ３年４組 ◎市川　香 ＡＬＴ 　ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾊﾟｰﾏ ５年４組 　久保江　晶子 日本語指導(ポル語) 　七宮　眞樹子 (拠点校指導教員)水 (佐野　光範) スクールカウンセラー 　國枝　ゆきよ

特支けやき(知) 　林　由佳子 適応支援 △大江　正子 日本語指導(タガ語) 　山田　ロエナ 非常勤講師(音楽) △坂口　充喜奈

生津小学校 １年１組 ◎西村　喜三世 ２年１組 ◎登尾　佳史 ３年１組 ○桐山　遥美 ４年１組 　葛西　佑紀奈 ５年１組 ○松本　俊樹 ６年１組 ◎古橋　恵美 図書司書教諭 　長谷川　和也 生活支援員 　黒田　美佳 　鈴木　真紀

１年２組 　浅野　真奈美 ２年２組 　井上　直子 ３年２組 ◎廣瀬　福美 ４年２組 ◎森　武寿 ５年２組 ◎竹中　久美 ６年２組 　長谷川　和也 少人数指導 　谷村　三奈 生活支援員 　村瀬　紘子 　横山　奈津子

特支ほほえみ(知) 　廣瀬　千恵巳 ＡＬＴ(本) 　ｷﾞﾗｰﾄﾞ･ｵｰｽﾃｨﾝ 初任者指導(後補充) △大野　文代 拠点校指導教員月火 　佐野　光範 少人数指導 　椙浦　正 図書整理員 　戸田　綾

南小学校 １年１組 ○小坂　眞美子 ２年１組 　石神　美帆子 ３年１組 　谷　雄策 ４年１組 ○井澤　幸代 ５年１組 　浅野　春美 ６年１組 　加藤　さや香 図書司書教諭 　西堀　智子 ALT（本） 　ﾋﾟｰﾀｰ･ｴﾉｸﾞｴﾊﾞ

１年２組 ◎青木　かえで ２年２組 ◎江間　よし子 ３年２組 ◎西堀　智子 ４年２組 ◎小倉　正人 ５年２組 ◎池村　一成 ６年２組 ◎永田　万生 初任者指導(後補充) △吉田　淳子 図書整理員 　棚瀬　久美子

１年３組 　上津　志緒 ２年３組 　岡野　咲子 ４年３組 　大槻　雄一郎 特別支援学級加配 ○広野　慧 (拠点校指導教員)金 (佐野　光範) 生活支援員 　桑原　規江 　馬渕　知美

特支ふたば1(知) 　布施　みゆき 特支ふたば2(情) 　長澤　恵理子 通級指導 少人数指導非常勤講師 △長尾　敦子 生活支援員 　北島　麻美

中小学校 １年１組 ◎石原　睦美 ２年１組 ◎○久富　素子 ３年１組 ◎小島　聖子 ４年１組 ◎梶原　優子 ５年１組 ◎河合　博之 ６年１組 ◎渡邊　慎一郎 少人数指導 ○廣瀬　有城 生活支援員 　伊藤　利加子 　中島　真由美

特支たんぽぽ(知) 　在塚　久美子 ５年２組 ○中村　篤子 ６年２組 　酒井　亮太 ＡＬＴ 　ﾋﾟｰﾀｰ･ｴﾉｸﾞｴﾊﾞ 図書整理員 　小倉　和代

西小学校 １年１組 ◎安田　芳美 ２年１組 ○又野　洋介 ３年１組 ◎稲見　結花 ４年１組 　村瀬　智也 ５年１組 ◎今井　厚子 ６年１組 　中村　大輔 図書司書教諭 　長谷川　尚子 生活支援員 　杉林　牧子 図書整理員

１年２組 　長谷川　尚子 ２年２組 ◎武藤　恵子 ３年２組 　成瀬　世里香 ４年２組 ◎三宅　成実 ５年２組 　松枝　尚子 ６年２組 ◎杉山　康子 少人数指導 　芦本　博 生活支援員 　櫻井　里香 　西脇　由香里

特支３組Ａ(知) 　片平　一幸 特支３組Ｂ(情) 　小森　祐二 ＡＬＴ 　ﾋﾟｰﾀｰ･ｴﾉｸﾞｴﾊﾞ 生活支援員 　瀬古　理恵

穂積中学校 １年学年主任 ◎古沢　紀芳 １年６組 　大下　圭介 １年学年主任 ◎遠藤　壽 ２年６組 　梅田　隆仁 ３年学年主任 ◎花倉　千秋 ３年６組 　寺岡　正 日本語指導（タガログ語） 　山田　ロエナ スクールカウンセラー 　國枝　ゆきよ

１年１組 　濱　正人 １年７組 　長沼　武志 ２年１組 　堀　祐太郎 専科(社会) 　小嶋　希実 ３年１組 　長屋　雅昭 専科(技術･家庭) 　山本　涼子 日本語指導（中国語） 　劉　亜 スクール相談員 　田中　里枝

１年２組 　林　万由佳 専科(国語） 　柴山　良博 ２年２組 　石野　陽子 専科(体育) ○清水　博雄 ３年２組 　小田　実 専科(英語) 　樋口　克子 初任者指導(後補充国語) △平田　明音 生活支援員 　岡田　美香

１年３組 　福田　潤 専科(英語） ○細江　美香 ２年３組 　白木　佐和子 専科(国語) ○原田　優未 ３年３組 　吉田　弥生 専科(社会) ○伊地田　泰真 初任者指導(後補充美術) △長尾　敦子 図書整理員 　森瀬　三保子

１年４組 　伊藤　舞 専科(数学） ○坂　真希 ２年４組 　森　仁美 Ｉ学級１組(知) ◎中村　輝美 ３年４組 　土屋　友香 専科(国語) ○毛利　範子 初任者指導(後補充社会) △大江　正子 ＡＬＴ(本) 　ｼﾞｪﾚﾐｱ･ｲｴｰｶﾞｰ

１年５組 　河合　さなえ 拠点校指導教員月～木 ○嶋　浩二 ２年５組 　長瀬　雄哉 Ｉ学級２組(情) 　馬淵　久仁男 ３年５組 　河田　明宏 養護教諭 　溝口　めぐみ 欠員補充事務 ○髙 　麻美 図書司書教諭 　柴山　良博

穂積北中学校 １年１組 　伊藤　聡哉 １年４組 　藤沢　由美香 ２年１組 　近藤　晃正 ２年３組 　所　佐智子 ３年１組 　齋藤　和行 ３年３組 　所　哲義 図書司書教諭 　近藤　晃正 スクールカウンセラー 　橋本　謙

１年２組 ○小田　知晴 １年５組 　長澤　明子 ２年２組 　杉山　智子 ２年４組 　井上　泰 ３年２組 　浅野　すみよ ３年４組 　豊田　直子 非常勤（少人数英語） △伊藤　由紀 スクール相談員 　山河　恵子

１年３組 　木﨑　博文 １年学年主任 ◎脇田　篤実 １年学年主任 ◎武藤　章 専科(国語) ○河嶋　湖由紀 ３年学年主任 ◎江崎　隆裕 専科(音楽) 　宮崎　美保 ＡＬＴ(本) 　ﾁｪﾙｼｰ･ﾏﾚｯﾄ･ﾏｲﾔｰ 図書整理員 　因幡　琴子

専科(理科) 　纐纈　光紀 特支６組Ｂ(情) 　山中　美佳 スクールカウンセラー 　橋本　謙 スクール相談員 　山河　惠子 特支６組Ｂ(知) ○奥村　丹美 専科(英語) ○正木　美紗 生活支援員 　恒川　智子 日本語指導(ポル語) 　七宮　眞樹子

巣南中学校 １年１組 　後藤　英徳 １年４組 　西田　佑介 ２年１組 　中村　透 ２年３組 　髙田　靖子 ３年１組 　吉村　賢治 ３年３組 　税所　厚 図書司書教諭 　髙田　靖子 少人数指導非常勤講師 △髙橋　香織

１年２組 　近藤　奈美 １年５組 　伊藤　俊 ２年２組 　鷲見　知美 ２年４組 　高橋　正光 ３年２組 　武山　貴重 ３年４組 　忍　伸哉 ＡＬＴ(本) 　ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｵﾌｫ-ﾄﾞ

１年３組 ◎青木　洋子 １年学年主任 ◎青木　洋子 ２年学年主任 ◎小野島　淳 専科(英語) ○藤原　裕子 ３年学年主任 ◎堅田　浩司 専科(音楽) ○桐村　亜紗子 スクールカウンセラー 　諸橋　基代

専科(英語) ○北川　芳慧 スクール相談員 　井上　修一

特支７組(情) 　廣田　信一

ほづみ幼稚園 Ａ 棟 Ｂ 棟 Ｃ 棟 　　　　　　預かり保育担当 　　　　　　　運　転　手

ひまわり(4歳児) ◎高橋　敏美 すみれ(4歳児) 　豊吉　加奈子 ばら(5歳児) ◎高橋　友香理 ゆり(5歳児) 　髙野　恵理子 ちゅうりっぷ(3歳児) 　水野　朋代 たんぽぽ(3歳児) 　松岡　栄利子 ぱんだ組 ○青山　麻紀 委託運転手 (服部　照光)

要援担当 ○武井　淑子 要援担当 ○高橋　知子 要援担当 ○吉田　真紀 要援担当 ○棚瀬　亜寿加 要援担当 ○玉置　須磨子 要援担当 ○三浦　裕美 委託運転手 (土川　昭司)

さくら(4歳児) 　天野　八千代 こすもす(5歳児) 　北島　望 ＡＬＴ 　ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｵﾌｫ-ﾄﾞ もも(3歳児) ◎國井　由香理

要援担当 ○林　里紗 要援担当 ○安田　三香子 ＡＬＴ 　ﾁｪﾙｼｰ･ﾏﾚｯﾄ･ﾏｲﾔｰ 要援担当 ○長谷川　真里

▲1

▲1

▲1



平成２５年度　瑞穂市保育所職員体制一覧表 （未満児の<　>内の数字は０歳児、（　）内の数字は１歳児、各４月１日現在の年齢の人数です。） 補助 派遣 休暇 平成26年1月1日作成
※ 前月からの異動分は赤字 瑞穂市立保育所

所長 岩田　清子 所長 石川　美恵子 所長 藤村　喜代子

男 女 小計 合計 主任保育士　 林　恵美子 男 女 小計 合計 主任保育士 中島　ますみ 男 女 小計 合計 主任保育士 松田　有希

ひよこ 渡邉　かづよ <0> <0> <0> 11 あか 高橋　明日香 6 12 18 18 つくし 井上　むつみ 7 5 12 25

葡萄原　未華 (3) (3) (6) 補助保育士 豊田　真帆 （障） 補助保育士 加藤　優美 （障） たんぽぽ 田代　美保子 8 5 13

和田　実可子 3 2 5 中山　明日華 （障） 新木　晃代 （障） 木村　恵 （障） 補助保育士

川口　千明 （障） 川峯　智美 （障） 堀　かおり （障） 寺嶋　詩織 （障） 國枝　由美 （障）

あか 大石　このみ 7 7 14 27 派遣保育士 植松　彩子 （障） みどり 橋田　由紀子 15 10 25 25 山下　千鶴 （障） 杉谷　紋子 （障）

きい 福井　皓子 7 6 13 補助用務員 小倉　智子 ゆ　り 松野　美貴 7 12 19 39 井上真紀子（障） 山口　真歩（障）

調理員 岩田　千栄子 定員 90名 ひまわり 練合　麻衣 8 12 20

あお 佐久間　真由美 12 11 23 45 補助用務員 濱口　衣生吏 入所乳幼児数 54名 派遣保育士 小野　桂子（障）

みどり 夏井　かお里 12 10 22 定員 150名 ふじ 舟橋　英津子 10 1 11 11 延長保育児数 5名 補助用務員 柴田　あぐり

入所乳幼児数 114名 　（内１１時間超） 3名 に　じ 廣瀬　恵理子 8 13 21 44 定員 145名

ふじ 堀　咲枝 16 15 31 31 延長保育児数 16名 長時間保育児数 12名 ほ し 佐藤　礼子 10 13 23 入所乳幼児数 108名

　（内１１時間超） 11名 職員数 9名 延長保育児数 4名

長時間保育児数 44名 長時間保育児数 25名
職員数 18名 所長 棚瀬　庸子 職員数 16名

男 女 小計 合計 主任保育士 吉田　里美

所長 浅野　稲子 あか 斉藤　淳子 6 7 13 25 所長 棚瀬　文子

男 女 小計 合計 主任保育士 岩田　小百合 もも 藤田　和佳奈 6 6 12 補助保育士 男 女 小計 合計 主任保育士 梶原　美保

ひよこ 高橋　佳美 <1> <0> <1> 15 荻須　幸子 （障） 廣瀬　紀子 （障） ひよこ 河村　明美 <0> <1> <1> 9
岡田　依都未 (1) (4) (5) 補助保育士 所　智美 （障） 堀　麻美 （障） 馬渕　百花 (2) (3) (5) 補助保育士 河合　千鶴 （障）

増田　真理子 4 5 9 福井　紀子 （障） あお 西瀬　麻紀 12 13 25 25 廣瀬　英里 （障） 森本　くらら （障） 2 1 3 河合　美幸 （障） 住友　睦 （障）

三浦　萌子 （障） 若原　三千代（障） 岩田　有加 （障）

あか 石神　奈央子 8 7 15 32 林　美緒 （障） 補助用務員 渡辺　啓子 うさぎ 鳥居　園未 7 6 13 25 宇野　知里 （延）

きい 所　　奈津恵 8 9 17 派遣保育士 西脇　佐知子 （障） 定員 120名 りす 草野　　楓 5 7 12 調理員 杉山　友子

補助調理員 岩田　文子 ふじ 山田　真理子 10 7 17 17 入所乳幼児数 67名 補助用務員 森　エミ

あお 酒井　杏子 10 8 18 35 補助用務員 原　弓貴 長時間保育児数 13名 こあら 吉田　香梨 15 8 23 23 定員 140名
みどり 花村　歌織 10 7 17 定員 150名 職員数 12名 入所乳幼児数 85名

入所乳幼児数 102名 延長保育児数 15名

ふじ 吉村　里絵 11 9 20 20 延長保育児数 24名 所長 久富　京子 ぞう 柴田　真友子 14 14 28 28 　（内１１時間超） 8名

　（内１１時間超） 10名 男 女 小計 合計 主任保育士 箕浦　智子 長時間保育児数 24名

長時間保育児数 30名 ひよこ 各務　有香 <0> <1> <1> 16 保育士 職員数 16名

職員数 17名 藤田　絢子

安藤　友美（障） (9) (6) (15) 子育て支援 末永　美里 所長 小川　直百美

所長 森　友子 杉原　宏子(5H) 川出　寛子（6H） 男 女 小計 合計 主任保育士 畠中　由紀

男 女 小計 合計 主任保育士 棚瀬　千恵子 一時預かり 増田　彩加 どんぐり 所　道子 <1> <1> <2> 11
ひよこ 廣瀬　 陽子 <2> <1> <3> 26 田中　充美 宮岸　瑞希 (0) (2) (2) 子育て支援　 池場　弘美 （産前～1/25）

河合　亜希子 (10) (13) (23) 補助保育士 可児　裕美 （障） 入山　美智子 5 2 7 一時預かり 田中　聖子

古田　知代 子育て支援 大西　雅子 あひる 川地　愛美 9 6 15 15 河合　理絵 （障） 森田　かおり （障） 藤橋　小百合 補助保育士

馬淵　幸子 宇野　智恵美 地主　絢香 稲川　愛　　（障） 安藤　美穂 （障） 阿部　佳代子 （障） 宮田　幸子 （障）

飯田　香緒里 一時預かり 小池　佐代子 飯尾　恵子 佐藤　菜美 （障） たんぽぽ 谷藤　直美 8 10 18 50 桑原　みどり （障） 清水　めぐみ （障）

三間　千英子 野田　光子 (早3H) 犬飼　恵子 （延4H） ちゅうりっぷ 岡本　美津子 6 9 15 細江　雅子 （障） 山田　恵里 （障）

あひる１ 森　美保 17 8 25 25 補助保育士 あか 佐藤　孝子 11 9 20 59 派遣保育士 加藤　るみ子（障） つくし 廣瀬　杏梨 7 10 17 野中　弘美 （障） 原田　洋子 （障）

山口　志桜里 山下　隆子 （延） 子安　克紀 （延） きい 伊藤　綾子 10 10 20 杉山　晴美（障） 高橋　球子　 （延） 高橋　美千子 （障）

加藤　由衣 伊藤　伸高 （延） もも 大野　陽子 11 8 19 調理員 小森　幸子 ば　ら 篠田　貴友 11 10 21 64 調理員 森　たかゑ （病休）

永田　美里(任) 日比野　綾香 （障） 臼井　裕美 （障） 補助調理員 竹市　知世 ひまわり 川原　江梨子 11 11 22 補助調理員 山本　ヒロ子

日比野　恵利子 石井　のぞみ (早3H) 酒々井　直美 （延） あお 江崎　功幸 14 15 29 58 すみれ 成瀬　実紀 11 10 21 補助用務員 若原　百合子

加納　友理 廣瀬　靖子 （早3H） 西川　いづみ （延） みどり 岩田　弥生 14 15 29 補助用務員 江口　和江 定員 240名

松原　志真 （早3H） 久保埜　真代 （延） こすもす 長谷川　千恵 15 15 30 58 入所乳幼児数 183名

清水　智恵 （早3H） 関谷　三和子（遅4H） 定員 220名 なでしこ 松岡　絵理香 17 11 28 延長保育児数 25名
平塚　千紗（障） 水本　すま子（遅4H） ふじ 砂田　真友子 17 11 28 55 入所乳幼児数 203名 長時間保育児数 48名

あか 村山　一子 10 9 19 56 馬渕　淳子（延） 岩田　敦美（延） むらさき 吉田　絵美 17 10 27 延長保育児数 55名 職員数 29名

きい 若原　由貴 10 9 19 樽井　亮子 （延4Ｈ） 橋口磨利恵 （障） 　（内１１時間超） 25名

もも 安藤　絵里佳 10 8 18 派遣保育士 辻井　琴音（延） 長時間保育児数 69名 定員 1,495名
調理員 野口　治代 職員数 32名 男 女 小計 合計 入所乳幼児数 1,135名

補助調理員 小島　まゆみ <4> <4> <8> 延長保育児数 235名

あお 名和　輝子 12 16 28 56 堀込　実沙紀 教育総務課付 (25) (31) (56) 　（内１１時間超） 119名
みどり 久保田　優美 14 14 28 補助用務員 服部　美幸 育休 辻　礼子 ～H27.3.31 育休 岩田　明美 ～H27.3.31 40 24 64 長時間保育児数 338名

育休 大澤　治美 ～H26.3.31 育休 渡辺　裕子 ～H27.3.31 20 158 159 317 職員数 198名

定員 240名 育休 椎名　美幸 ～H27.3.31 育休 尾関　綾女 ～H28.3.31 16 188 182 370 保育士（正職） 90名

ふじ 加々美　満美 11 17 28 56 入所乳幼児数 219名 育休 岩佐　裕子 ～H27.3.31 育休 新田　純子 ～H28.3.31 13 167 153 320 　　　　　（補助） 83名

むらさき 島津　恵 11 17 28 延長保育児数 91名 育休 鈴木　真理 ～H26.3.31 育休 林  亜矢子 ～H28.3.31 57 582 553 　　　　　（派遣） 6名
　（内１１時間超） 62名 育休 三島　菜美 ～H27.2.6 育休 廣瀬　麻奈美 ～H27.3.31 調理員（正職） 5名

長時間保育児数 74名 育休 山口　ななみ ～H27.3.31 　　　　　（補助） 5名

職員数 49名 育休 田中　麗子 ～H26.3.31 用務員（補助） 9名

年
中
児

未満児（１歳児）

未満児（２歳児）

年少児（３歳児）

1,007年中児（４歳児）

年
長
児

年長児（５歳児）

計 1,135

年
少
児

区
分

年次
クラス数

入所乳幼児数

（４月１日現在の年齢）

保
育
所
合
計

未満児（０歳児）

8 128

名
称

クラス名 担任名
入所乳幼児数

南
保
育
・
教
育
セ
ン
タ
ー

未
満
児

別
府
保
育
所

未
満
児

年
少
児

年
少
児

牛
牧
第
２
保
育
所

未
満
児

名
称

クラス名 担任名
入所乳幼児数

年
中
児

年
中
児

年
長
児

年
長
児

年
少
児

年
長
児

年
中
児

年
中
児

年
長
児

名
称

クラス名 担任名
入所乳幼児数 年

長
児

名
称

クラス名 担任名
入所乳幼児数

本
田
第
２
保
育
所

未
満
児

中
保
育
・
教
育
セ
ン
タ
ー

未
満
児

年
中
児年

少
児

名
称

クラス名 担任名
入所乳幼児数

牛
牧
第
１
保
育
所

年
少
児

年
長
児 年

長
児

年
長
児

名
称

クラス名 担任名
入所乳幼児数

本
田
第
１
保
育
所

未
満
児

穂
積
保
育
所

年
少
児 西

保
育
・
教
育
セ
ン
タ
ー

年
少
児

年
少
児

年
中
児

年
中
児年

中
児

担任名
入所乳幼児数 名

称
クラス名 担任名

入所乳幼児数名
称

クラス名 担任名
入所乳幼児数 名

称
クラス名

▲４
＋５
＋１
▲２

＋１

＋１





瑞穂市食物アレルギー対応給食の実施に向けて

１ 背 景 

近年，気管支喘息，アレルギー性鼻炎，アトピー性皮膚炎，食物アレルギーなどのアレルギーを

有する児童生徒が増加している。その中でも食物を起因とする食物アレルギーは，小児から成人ま

で幅広く認められ，近年では果物，肉類などによるものも報告されている。そうした中，昨年 12
月東京都の調布市で食物アレルギーを有する児童がアナフィラキシーショックにより亡くなると

いう悲惨な事故があり，学校給食における食物アレルギーへの対応が急務となっている。

※ アナフィラキシーショック アレルギー反応により，じんましんなどの皮膚症状，腹痛や嘔吐などの消化器症状，ゼーゼー，呼吸困

難など呼吸器症状が複数同時にかつ急激に出現する症状 

２ 現 状 

 (1) 実 態 

   現在，瑞穂市における食物アレルギーの状況について，医師の診断を受けた食物アレルギーの人

数は３１人となっている。（※ 診断書以外で，本人の申出などによる人数を含めると 233人）
資料-1 

(平成２５年６月２０日)   単位:人 

乳 卵 小麦 えび かに そば 落花生 

５ １１ ５ １ １ ２ １ 

カカオ 果物 ナッツ ごま 魚 トマト いか 

１ ９ ６ ２ ５ ２ ２ 

たこ 貝 その他 総             数 

２ ３ ３ 食物アレルギー食品延べ人数  ５３人 

学校生活管理指導表より 

アレルギー症状が重症になりやすい食品 (そば、落花生) 

 (2) 対 応【レベル１～２（弁当持参）】 

   ① 材料と加工品の配合を記載した資料を毎月，アレルギーをもつ児童生徒に配布 

② 卵，乳が配合されていない物資（加工品も含めて）を選定 

③ フライ，天ぷらなど調理に卵を使用しない 

④ ピーナッツは使用しない 

⑤ そばは使用しない 

３ 今後の対応【レベル３～(除去食) レベル４～(代替食)】 

(1)食物アレルギー対応食の基本的手順 

     食物アレルギー調査票等の依頼  ２６年４月 

     診断書等による把握       ２６年５月 

     アレルギー対応献立表作成    ２６年５月 

     保護者との面談         ２６年６月 



アレルギー対応食提供者の決定  ２６年７月 

アレルギー対応食の連絡     ２６年８月 

アレルギー対応食の調理研修   ２６年８月 

アレルギー対応食開始      ２６年９月 

(2) 食物アレルギー対応食の提供基準 

① 医師の診断により食物アレルギーと診断され、原因食品(アレルゲン)が特定されてい 

     ること 

  ② 家庭でも原因食品の除去を行うなど、医師の診断にもとずいて食事療法を行っている 

こと 

  ※ その他、事情がある場合には保護者の申出しでによって、園・学校で協議するものと 

する。 

(3) 食物アレルギーの実施方法 

調理の段階でアレルゲンを取り除き、給食を提供する。 

除去食の調理例

食 品 通    常    食 除    去    食 

卵 かきたま汁，卵スープ など すまし汁，コンソメスープ など 

ご ま 野菜のごまあえ 野菜のおひたし 

果 物 フルーツポンチ など ポンチ など 

(4) アレルギー対応における給食センター体制                 資料-2-3 

  ・アレルギー対応における栄養士 1名を要望

現在 2名の県栄養教諭 

  新年度よりアレルギー対応班を創設し管理 

   ・調理員２名

 現在 34 名の 4班体制で調理 

 新年度よりアレルギー対応班を創設し、除去する食材、調理、各学校の何年何組の児童・ 

生徒の名前を明記した専用食器を各学校用コンテナに納めるまでの作業をする。 

   ・施設，備品の購入                           資料-4

給食センターで使用している同等の食器で傾けてもこぼれず、作業しやすいもの。 

食缶  各学校分    48,300 円×11 校×1.08%＝573,804 円 

食器 2組  50 人分   (1,060 円＋1,010 円)×2組×50 個×1.08%＝223,560 円 

合計 797,364 円 

(5)代替食について

  除去食をさらに，除去した栄養素を補うために，別の食材を使用した料理を提供する代替食も視野

に検討していく。 

県の栄養職員配置基準 

1,500 人以下      1 名 

1,501 人～6,000 人以下   2 名 

6,000 人以上      3 名 

【参考】 



財団法人 日本学校保健会資料より 

～「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」より ～ 

レベル１：詳細な献立表対応 

原材料を詳細に記入した献立表を家庭に事前に配布し，それを基に保護者や担任などの指示もし

くは児童生徒自身の判断で原因食品を除外しながら食べる対策 

レベル２：一部弁当対応 

     除去，代替対応をしている中で，除去が困難で，どうしても対応が困難な料理において弁当

を持参

レベル３：除去食対応 

原因食品を除いて提供

レベル４：代替食対応 

     原因食品を給食から除き，除かれることによって失われる栄養価を別の食品を用いて補って

提供 

レベル３・４がアレルギー食対応と言われ，食物アレルギー対応の望ましいかたち 


